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刺激を受けた彼女は，帰国後の 1874 年 7 月に，女性による労働組合の推進および相互扶助を
目的として，「女性保護共済連盟」（Women’s Protective and Provident League, 以下WPPL と




「ピムリコ争議」とは，狭義でいうと，1879 年 4 月 17 日に，「ピムリコ工場」でお針子やミ
シン工として働いていたおよそ 1,200 人の女性労働者のうち 1,000 人ともいわれる人々が，同
月初めの賃下げを含む労働条件の一方的な切り下げに反発して，庶民院にデモをかけ，同議員
にあたらしい労働条件の下で自分たちがいかに苦境に立たされているかを訴えた紛争を指す。
パターソンおよびWPPL は，はじめから「ピムリコ争議」を指導し，4月 19 日には，同工場
労働者の中で，「ロンドン女性仕立職人労働組合ウェストミンスターおよびピムリコ支部」（以
下では，「ピムリコ労働組合」と略記する）を結成させた（4）。















委員会」で証言した女性労働者の言説を分析することで，79 年 4 月以降，変更になった労働





























































































5， コルク製ヘルメットの製造を中止する。その結果，17 人の女性労働者と 6人の男性労働者
を解雇すること。
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3　「ピムリコ争議」と調査委員会
4 月 3 日に「ピムリコ工場」は再開されたが，女性労働者の多くはきわめて大きな不満を抱




























一方，庶民院で約束された「調査委員会」は翌 5月に発足し，最初の証人を 5月 20 日に呼




























して本節を締めくくることにしたい。第一に，なぜ，1879 年 4 月に，大幅な労働条件の切り
下げを行ったのかという工場側の理由を取り上げてみよう。
これを明らかにするには，「調査委員会」の冒頭に呼ばれた陸軍衣類局長（director）であ
る G.D. ラムゼーの証言が，きわめて有効である。ラムゼーによれば，その発端は，前年の 10
月に，工場長であったハドソンが引退したことであった。ラムゼーは後任に，実務経験を持っ












う。すなわち，残業禁止措置は 1879 年 4 月にはじめて導入されたのではなく，すでに同 1月
















79 年 4 月の再雇用条件が，工場側からみたら，同じトレードの賃金率と比較して「ピムリコ
工場」の賃金率が相対的に高いと結論付けたことへの是正措置だとみなされていたことが明ら






































他日に期したい。ただ，1879 年 4 月の第 4週の時点で，「ピムリコ工場」の女性労働者の平均
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